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市 政 �だ よ り �

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
が�

始
ま
っ
て
い
ま
す�

　
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
は
、
市
住
民
課
（
市
役
所
１
階
３
番
窓
口
）

3
32
‐
２
０
５
２
へ
ど
う
ぞ
。�

　
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
み
な
さ
ん
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
て
行
政
機
関
に
申
請
を
行
う
と
き
、
申

請
を
す
る
本
人
が
本
当
に
当
事
者
か
ど
う
か
を
確
認

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
住
所
や
氏
名
な
ど
を
電
子

化
し
た
「
電
子
証
明
書
」
を
用
い
る
こ
と
で
、
他
人

に
よ
る
な
り
す
ま
し
や
申
請
内
容
の
改
ざ
ん
な
ど
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

電
子
証
明
書
の
交
付�

　
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
と
本
人
確
認
が
で
き
る
身

分
証
明
書
（
運
転
免
許
証
な
ど
の
顔
写
真
付
き
の
も�

の
）
を
持
っ
て
、
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

発
行
手
数
料
は
１
件
に
つ
き
５
０
０
円
で
す
。

電
子
申
請
が
で
き
る
手
続
き

・
恩
給
関
連
の
手
続
き

・
パ
ス
ポ
ー
ト
交
付
関
係
手
続

き
の
一
部

・
広
島
国
税
局
へ
の
税
の
申
告�

（
６
月
〜
）

な
ど

※
電
子
申
請
を
利
用
す
る
に
は
、

市
で
交
付
す
る
電
子
証
明
書
の

ほ
か
に
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

に
対
応
す
る
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ラ
イ
タ
が
必
要
で
す
　

市
町
村
合
併
に
つ
い
て
の�

お
知
ら
せ�

中
央
町
の
退
会

　
３
月
５
日
、
津
山
地
域
合
併
協
議
会
か
ら
中
央
町

が
退
会
し
ま
し
た
。
今
後
は
５
市
町
村
（
津
山
市
、

加
茂
町
、
阿
波
村
、
勝
北
町
、
久
米
町
）
で
合
併
協

議
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

第
11
回
合
併
協
議
会
の
協
議
事
項

①
中
央
町
の
退
会
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
の
合
併
協
議

会
に
お
い
て
確
認
さ
れ
た
協
議
事
項
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て

②
農
林
事
業
に
関
す
る
こ
と
（
農
林
振
興
事
業
）

③
環
境
衛
生
事
業
に
関
す
る
こ
と
（
し
尿
処
理
・
ご

み
処
理
の
取
り
扱
い
）

④
下
水
道
事
業
に
関
す
る
こ
と

確
認
内
容�

・
①
に
つ
い
て
は
中
央
町
に
関
係
し
た
部
分
を
修
正
し
、

そ
の
ほ
か
は
こ
れ
ま
で
調
整
し
た
と
お
り
に
取
り

扱
う
（
詳
細
は
津
山
地
域
合
併
協
議
会
だ
よ
り
第
10

号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

・
②
と
③
に
つ
い
て
は
市
の
現
行
の
制
度
に
準
ず
る

・
④
に
つ
い
て
は
今
後
も
継
続
し
て
協
議
す
る

次
回
の
協
議
会�

第
12
回
津
山
地
域
合
併
協
議
会

と
き
　
４
月
27
日
（
火
）
午
後
２
時
〜
（
協
議
会
だ

よ
り
に
記
載
し
て
あ
る
時
刻
か
ら
変
更
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
）

と
こ
ろ
　
津
山
国
際
ホ
テ
ル
（
山
下
）

※
合
併
協
議
会
は
ど
な
た
で
も
傍
聴
が
で
き
ま
す
。

傍
聴
希
望
者
は
直
接
会
場
に
お
い
で
く
だ
さ
い

（
定
員
50
人
）

問
い
合
わ
せ
先
　
市
合
併
推
進
室
3
32-

２
０
２
７
へ

津
山
高
専
＝
森
田
一
義
さ
ん
（
鏡
野
町
）
、 

和
田

規
正
さ
ん
（
奈
義
町
）
、 

鷹
取
佑
治
さ
ん
（
奈

義
町
）
、 

山
本
準
さ
ん
（
勝
山
町
）
、 

角
野
浩

司
さ
ん（
津
山
市
）
、 

鶴
見
征
則
さ
ん（
美
作
町
）�

美
作
大
学
＝
比
嘉
亜
希
子
さ
ん
（
沖
縄
県
）
、 

川

野
裕
香
さ
ん
（
大
分
県
）
、 

サ
キ
ャ
・
ラ
タ
さ

ん
（
ネ
パ
ー
ル
）�

同
短
期
大
学
部
＝
加
藤
楓
美
さ
ん
（
広
島
県
）
、

竹
内
清
夏
さ
ん
（
山
陽
町
）
、 

難
波
め
ぐ
み
さ

ん
（
勝
山
町
）�

学
生
時
代
の
努
力
を
た
た
え�

受
賞
者
の
み
な
さ
ん�

（    

）内
は
出
身
地�

箕
作
賞
を
贈
呈�

　
箕
作
賞
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
秘

書
室
3
32
‐
２
０
２
６
へ
ど
う
ぞ
。�

　
３
月
15
日
と
18
日
、
市
内
の
大
学
や
短
大
、
高
専

を
優
秀
な
成
績
で
卒
業
し
た
学
生
に
箕
作
賞
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
賞
は
、
津
山
出
身
の
洋
学
者
・
箕

作
阮
甫
に
ち
な
み
、

津
山
で
研
さ
ん
を

積
ん
だ
学
生
時
代

を
よ
き
思
い
出
と

し
、
こ
れ
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
の
道
で
の

さ
ら
な
る
飛
躍
を

願
っ
て
贈
ら
れ
る

も
の
で
、
毎
年
各

学
校
長
の
推
薦
に

基
づ
い
て
表
彰
し

て
い
ま
す
。

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●�

つ
く
り
げ
ん
ぽ�

み�


